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1．経　　緯

アルゼンチン共和国（以下，アルゼンチン）のカウチャリ
塩湖では，Lithium Americas Corporation（LAC社）が 2009
年から調査を実施し，採取したかん水から炭酸リチウム製
造プロセスの開発を進めている．三菱商事（株）は，LAC
社に出資する条件の下に，炭酸リチウム（Li2CO3）生産量の
12 ％程度を引き取る権利を所有している．（公財）塩事業セ
ンター海水総合研究所（以下，海水総研）は，三菱商事 （株）
からカウチャリ塩湖かん水から工業的に Li2CO3を製造す
る技術開発を委託され，2010年度～ 2012年度にわたり，
わが国の製塩技術を活用したリチウム回収技術（以下，
ED-TC法）の開発を実施した．本報では，2011年 2月に行っ
た現地視察について報告する．

2．日程および同行者

Fig. 1に日本とアルゼンチンとの位置関係を示す．日本
とアルゼンチンの時差は－12時間であり，往路はアメリ
カ経由で約 28時間，復路はイギリス経由で約 32時間と移
動に長い時間を要した．

2.1　日程
本出張 8日間の旅程を下記に示す．

2011年 2月 5日（土）　成田発（空路，ニューヨーク経由）
2月 6日（日）　  アルゼンチン ブエノスアイレス着 

ブエノスアイレス泊
2月 7日（月）　  ブエノスアイレス⇒サルタ（空路） 

サルタ⇒プルママルカ（陸路） 
プルママルカ泊

2月 8日（火）　  プルママルカ⇔現地サイト（陸路） 
現地視察 
プルママルカ泊

2月 9日（水）　  宿泊ホテルで会合 
プルママルカ⇒サルタ（陸路） 
サルタ⇒ブエノスアイレス（空路）

2月 10日（木） ブエノスアイレス発（空路）
2月 11日（金） ロンドン経由（空路）
2月 12日（土） 成田着（空路）

2.2　同行者
下記に示す 8名が同行した．
三菱商事（株） 原澤 陽之助氏
千代田化工建設（株） 石黒 謙一氏
 伊藤 康記氏
 岩村 正之氏
 橋本 智佳子氏
海水総研 長谷川 正巳
 鴨志田 智之
 渕脇 哲司

3．カウチャリ塩湖の概要

Fig. 2にカウチャリ塩湖の位置を示す．カウチャリ塩湖
は，アルゼンチンフフイ州の州都フフイの北西 250 km，
アンデス山脈上の標高 3,950 mに位置し，面積は約 840 
km2であり，リチウム資源の埋蔵量は 165万トンとされて
いる．Fig. 3にカウチャリ塩湖の外観および塩湖かん水を
くみ上げるための配管を示す．カウチャリ塩湖の表面は土
に覆われていて，口径 50 mm程度の配管を地中に打ち込
み，自噴してくるかん水を採る．
今回の移動では，標高に身体を慣らすため，ブエノスア
イレスからサルタまで空路 2時間，サルタから陸路 3時間
移動し，標高 2,200 mのプルママルカで前泊した．余談と
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Fig. 1　日本とアルゼンチンとの位置関係
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なるがプルママルカには，世界遺産にも登録されている 7
色地層の丘，ウマウワカ渓谷があり，Fig. 4に示すように
壮大な景観であった．
翌日，カウチャリ塩湖には車で 3時間かけて移動したが，

移動過程では山道を登っては広大な平原が広がり，とても
標高 4,000 mの塩湖に向かっているようには思えなかっ
た．なお，移動に用いた国道 52号は，隣国のチリまで続
いている．国道 52号を挟んで北側にあるオラロス塩湖の
リチウム埋蔵量は 30万トン程度あり，豊田通商等が現地
で開発を進めている 1）．

4．LAC 社の概要と LAC 社の取り組み

LAC 社は，Latin America Minerals 社と Grupo Minero 
Los Boros社のリチウム資産を統合して 2009年 4月に設
立し，カナダトロント証券取引所に上場している．同社は，
現地法人であるMinera Exar S.A.社を通じてカウチャリ塩
湖の鉱業権を取得し，2009年～ 2010年まで調査を実施し
た．訪問当時，カウチャリ塩湖の 840 km2のうち，650 
km2の採掘権を政府より認可されていた．Fig. 5に調査の
区画を，Fig. 6に調査した地層を示す．同社の社長は地質

Fig. 2　カウチャリ塩湖の位置

Fig. 3　カウチャリ塩湖の外観とかん水をくみ上げるための配管
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学が専門であったようで，塩湖を詳細に調査していること
がうかがえた．

Table 1にカウチャリ塩湖，ウユニ塩湖，および Li2CO3

製造が実操業されているアタカマ塩湖のかん水成分を示
す．カウチャリ塩湖かん水の成分は，アタカマ塩湖と比較
してリチウム（Li）が約 1/3，カリウム（K）が約 1/5，
マグネシウム（Mg）が約 1/15と濃度は低く，硫酸イオン
（SO4）については約 2倍と濃度が高い．塩湖かん水を原
料に純度 99.5 ％以上の Li2CO3を収率よく製造するために

は，高濃度に Liを濃縮して Li以外の夾雑成分を低減する
必要があり，アタカマ塩湖では天日晶析（Solar pond；以下，
SP）法で Liを 60 g/kg程度まで濃縮している．現地では，
ウユニ塩湖等の開発段階のかん水と比較してMg濃度が低
いことが Li濃縮操作に有利だとしている．

Fig. 7に LAC社が計画している Li2CO3製造プロセスを
示す 1）．本プロセスは，まず，Liを SP法により予備濃縮し，
予備濃縮したかん水に CaOを添加してMgをMg（OH）2，
SO4を CaSO4として除去する．前記成分を分離したかん
水は，SPでさらに Liを濃縮した後に，溶媒抽出法により
ホウ素（B）を除去する．こうして Liが濃縮され，精製さ
れたかん水に炭酸ナトリウムを添加して Li2CO3を製造す
る．
著者らが現地サイトを訪問した際には，Fig. 8に示すよ

うに 100 m× 100 m 1面，10 m× 10 m 2面，10 m× 25 
m 1面の SPを製作するとともに，深さ 0.1 m，直径 0.6 m
程度の桶でSP濃縮実験を実施していた．また，サイトには，
Fig. 8に示したようにコンテナハウスを利用して，実験お
よび解析施設，分析施設，居住施設等を配備していたが，
実験器具，分析機器等は充実してはいなかった．しかし，

Fig. 4　ウマウワカ渓谷の外観

Fig. 5　カウチャリ塩湖の調査した区画

Fig. 6　調査した地層
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2011年 4月からパイロットプラントの製作に着手し，9月
から Li2CO3を 30 kg/day製造する予定とのことであった．

5．LAC 社との会合

現地サイトを訪問した翌日，プルママルカのホテルで
LAC社と会合を行い，そこで海水総研で開発を実施した
ED-TC法を LAC社に提案した（Fig. 9）．これに対する
LAC社の見解は，ED-TC法と LAC社の検討内容とでは Li
の回収率，Li2CO3の品位は同等であるのに対し，ED-TC
法は燃料コスト，設備コストが高くなるとのことであった．
一方で，LAC社は，Li2CO3の副産として KClを製造した
いが，現状では困難とのことであった．
そこで，年間 Li2CO3製造量 2万トンに対し，年間 KCl
製造量 4万トン以上を目標に，2012年度まで ED-TC法の
検討を実施した．検討結果について興味のある方は，（独）
石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の情報公
開 2）に記載されているので，ご参照頂きたい．

6．アルゼンチンを訪問して

アルゼンチンは，畜産により国の発展の基礎を築いただ

けあって，滞在期間中，食事は毎日肉料理であった．イグ
アスの滝などの北部の亜熱帯地方では川魚を食べるらしい
が，魚料理はほとんど食されないらしい．また，同国は世
界有数のワイン生産国であり，肉料理が多いことから，赤
ワインの製造量が多く，品質も優れており，実際に美味し
かった記憶がある．
現地通貨はペソで，当時のレートは 22円 /ペソ（2015

年 14円 /ペソ）であった．経済は 2002年の通貨危機によ
り貧困差が拡大したため，治安上，絶対に財布を街中では
出してはいけないと注意された．また，ブエノスアイレス
では自由行動は許されなかった．
一方，アルゼンチンの国民はイタリア，ドイツ，スペイ
ンからの移民が多かったため，ヨーロッパ系が 85 ％，メ
スティーソおよびインディヘナなどが 15 ％となっている．
このため，ヨーロッパの文化を継承した建築物が多く，
Fig. 10に示すメトロポリタン大聖堂，レコータ墓地は圧
巻であった．特に，レコータ墓地は，一つ一つのお墓が小
さな家のように建ち並び，この見事さに驚嘆した．
その他に，日本のサッカー選手の高原が所属したことの
あるボカ・ジュニアーズがあるボカ地区や大統領官邸を周

Table 1　かん水成分の一例
［g/kg］

塩湖 Li K Na Ca Mg Cl SO4 B

カウチャリ 0.70 5.45 100.52 0.23 1.46 151.61 20.88 1.03

ウユニ 0.89 17.41 64.54 0.26 18.72 158.91 19.81 0.71

アタカマ 3.00 29.70 60.10 0.40 15.30 171.40 8.80 0.65

Fig. 7　LAC社が計画している Li2CO3製造プロセス
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Fig. 8　現地サイトの様子

Fig. 9　LAC社との会合の様子

SP：100m×100m

SP：10m×10m

SP：10m×25m

SP：φ0.6m 
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ることができ，また，本場のタンゴも鑑賞することができ
た（Fig. 11）．
日本に対して地球の裏側までの移動は長く，また，標高

が高い場所での調査は身体的には大変な思いをしたが，同
行した皆が体調を崩すことなく，それぞれの仕事を終え，
無事に日本に帰国できた．
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Fig. 10　  アルゼンチンの風景 1 
上段：メトロポリタン大聖堂外観 
中段：メトロポリタン大聖堂内部 
下段：レコータ墓地

Fig. 11　  アルゼンチンの風景 2 
上段：ボカ地区 
中段：大統領官邸 
下段：タンゴの様子


